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文
化
の
秋
を
象
徴
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
与
謝
野
町
文

化
祭
」
と
「
与
謝
野
町
小
・
中

学
校
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
合
併
10
周
年
を
記

念
し
て
例
年
よ
り
も
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

10
月
29
日
と
30
日
に
は
、
文

化
・
芸
術
の
祭
典
「
与
謝
野
町

文
化
祭
」
の
展
示
発
表
と
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
盆
栽
や
絵
画
、
写
真
な
ど

団
体
や
町
民
の
作
品
が
多
数

出
展
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
コ
ー
ラ

ス
や
大
正
琴
、
吹
奏
楽
や
詩

吟
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　

11
月
３
日
に
は
「
文
化
協

　
11
月
９
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
音

楽
の
祭
典
「
与
謝
野
町
小
・
中
学
校
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
野
田
川
わ
ー

く
ぱ
る
で
開
催
さ
れ
、
町
内
小
中
学
生

た
ち
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き

た
合
唱
や
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
「
与
謝
野
町
歌
」
の
合
唱
で
幕
が
開

く
と
、
加
悦
、
桑
飼
、
岩
滝
、
与
謝
、

市
場
の
順
で
、
各
小
学
校
の
児
童
が
発

表
。
そ
し
て
、
橋
立
中
３
年
の
合
唱
、

加
悦
中
・
江
陽
中
・
橋
立
中
吹
奏
楽
部

の
合
同
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
は
３
中
学
校
が
合
同
演
奏
す
る

「
ふ
る
さ
と
」
に
あ
わ
せ
み
ん
な
で
合

唱
し
、
会
場
全
体
に
演
奏
と
歌
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。

会
設
立
10
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
」
と
し
て
吉よ
し
だ田
邦く
に
お夫
氏
（
明

石
出
身
）
と
サ
ウ
ン
ド
フ
ラ
ッ

シ
ュ
に
よ
る
演
奏
が
野
田
川

わ
ー
く
ぱ
る
で
大
盛
況
の
な
か

行
わ
れ
ま
し
た
。
吉
田
氏
に
は
、

多
年
に
わ
た
る
町
の
文
化
事
業

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称
え
、

山
添
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

①感想を述べながら展示作品を熱心に鑑

賞　②藤の花をモチーフにした寺
てらじま

島千
ち さ と

里

さんの展示作品　③エンゼルハーモニー

によるみごとな合唱　④サウンドフラッ

シュメンバーによる演奏指導のワーク

ショップ　⑤吉田氏がアレンジした町歌

を披露する地元有志の皆さん　⑥アドリ

ブ奏法で観客を魅了したサックス　⑦山

添町長より感謝状を進呈され笑顔で握手

を交わす吉田氏

①与謝小学校 3、4 年生による合唱

②桑飼小学校 4、5 年生による合奏

③橋立中学校 3 年生による合唱

④加悦・江陽・橋立中学校吹奏楽部

による合同演奏

⑤岩滝小学校 5 年生による合奏

⑥市場小学校 5、6 年生による合唱

⑦加悦小学校 5 年生による発表
７ ４

３

６

５

２

１

６ ３

５

４

２

１

７

音楽フェスティバル

与謝野町文化祭
特集     与謝野町文化祭・音楽フェスティバル
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特集     ASO PLAY FEST ごろ寝でシネマ

ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

な
ど
の
海
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
た
め

の
拠
点
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
が

小
さ
な
商
い
へ
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域

内
外
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
交
流
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
拠
点
と
し
て
岩
滝
母
と
子
ど
も
の
セ
ン

タ
ー
（
岩
滝
）
の
改
修
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
話
の
な
か
に
は
、
た
だ
の
町
お
こ

し
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
会
社
と
し
て
で
な
く
、

「
地
域
を
お
も
う
、
地
域
お
こ
し
』
を
理
念
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
上
映
し

た
映
画
の
選
定
か
ら
も
伺
え
ま
す
。
単
純
に
イ

ベ
ン
ト
来
場
者
数
を
多
く
す
る
な
ら
、
流
行
り

の
娯
楽
作
品
を
上
映
す
る
ほ
う
が
集
客
に
つ
な

が
り
ま
す
。
し
か
し
、
お
二
人
は
与
謝
野
町
を

町
単
独
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
「
北
部
地

域
の
１
つ
の
地
域
」
と
広
域
で
捉
え
、
そ
こ
か

ら
見
え
る
与
謝
野
町
を
前
提
に
、
シ
マ
フ
ィ
ル

ム
（
舞
鶴
市
）
と
共
同
で
「
地
域
へ
目
を
向
け
る
」

を
主
題
に
、
北
部
地
域
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
が

出
来
る
映
画
を
選
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

（
一
社
）
プ
レ
イ
ス
で
は
「
与
謝
野
町
を
含

む
北
部
地
域
に
は
都
市
部
と
は
違
い
個
が
目
立

つ
魅
力
が
あ
る
。
し
か
し
、
機
会
が
な
く
眠
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
人
や
モ
ノ
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
そ
れ
ら
を
様
々
な
切
り
口
で
改
め
て
紹

介
す
る
こ
と
で
『
地
域
を
知
る
、
考
え
る
、
行

動
す
る
』
へ
と
輪
が
拡
が
っ
て
い
く
。
そ
の
た

め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
自
分
た
ち
は
①
空

間
資
産
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
、
②
情
報

の
集
う
場
（
プ
レ
イ
ス
）
を
創
造
す
る
こ
と
を

基
本
に
し
て
い
る
」
と
い
い
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
飲
食
ブ
ー
ス
に
出

店
し
た
の
は
、
飲
食
業
者
や
プ
ロ
の
料
理
人
ば

か
り
で
は
な
く
、
地
元
の
主
婦
や
こ
れ
か
ら
飲

食
業
の
起
業
を
検
討
し
て
い
る
一
般
の
方
々
で

す
。
来
場
者
に
と
っ
て
も
、
馴
染
み
の
あ
る
顔

ぶ
れ
が
関
わ
る
面
白
い
試
み
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
「
力
」
を
再
発
見
す
る
機
会
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

深
い
視
点
で
身
近
な
創
造
を
見
据
え
る

（
一
社
）
プ
レ
イ
ス
の
お
二
人
は
「
自
分
た

ち
の
企
画
が
、
一
度
地
域
を
出
て
行
っ
た
若
者

が
帰
る
際
の
入
り
口
に
な
れ
ば
」
と
い
う
。

与
謝
野
町
に
は
ち
り
め
ん
産
業
で
隆
盛
し
た

歴
史
が
あ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
に
根
付
い
た
都
会

に
は
な
い
創
造
的
な
魅
力
が
あ
る
。
都
会
は
新

し
い
モ
ノ
で
も
ど
ん
ど
ん
と
新
し
く
な
っ
て
い

き
、
そ
れ
が
若
者
が
惹
か
れ
る
魅
力
の
ひ
と
つ

で
あ
る
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
都
会

に
は
な
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
カ
ッ
コ
よ
さ
が

与
謝
野
町
に
は
あ
る
。

与
謝
野
町
の
歴
史
に
は
、
モ
ノ
づ
く
り
に

係
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
側
面
が
常
駐
し
、
そ

の
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
が
価
値
と
な
り
、
今

で
は
お
金
で
は
買
え
な
い
価
値
を
生
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
価
値
を
、
派
手
な
イ
ベ
ン
ト
や
表
面

上
の
カ
ッ
コ
よ
さ
に
頼
る
こ
と
な
く
、
若
い
世

代
へ
向
け
「
与
謝
野
町
の
未
来
に
関
心
を
持
ち
、

真
剣
に
考
え
、
積
極
的
な
参
加
を
促
す
『
機
会

と
空
間
』
を
共
有
す
る
」
と
い
う
大
き
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
へ
（
一
社
）
プ
レ
イ
ス
は
挑
戦
し
て
い
る
。

今
年
は
規
模
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
が
、
次
回
は
母
と
子
ど
も
の
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
と
し
て
、
地
域
の
食
に
目
を
向
け
て
も

ら
う
企
画
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

（
一
社
）
プ
レ
イ
ス
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
最
新

情
報
は
、Facebook

独
自
ペ
ー
ジ
（facebook.

com
/place.yosano/

）
で
案
内
し
て
い
る
。

暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、 

深
く
澄
み
わ
た
る
空

が
爽
や
か
な
様
相
を
の
ぞ
か
せ
る
11
月
５
日
、

阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
で
Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｙ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
星
空
の

も
と
温
か
い
料
理
と
お
酒
を
堪
能
し
な
が
ら

映
画
を
楽
し
む
「
ご
ろ
寝
で
シ
ネ
マ
」
が
実

施
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
は
（
一
社
）
プ
レ
イ
ス
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
も

与
謝
野
町
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
今
回
は
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
新

た
な
活
用
方
法
と
展
開
の
模
索
を
テ
ー
マ
に

し
た
と
い
い
ま
す
。
阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
の
活

性
化
は
「
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」
の
一
環

と
し
て
阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
具
現
化
を
担
う
取
り
組
み
で
す
。（
一
社
）

プ
レ
イ
ス
代
表
の
お
二
人
に
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
プ
レ
イ
ス

（
一
社
）
プ
レ
イ
ス
は
、
阿
蘇
ベ
イ
エ
リ

ア
内
に
位
置
す
る
山
与
醤
油
株
式
会
社
倉
庫

（
岩
滝
）
を
利
用
し
て
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン

～
大
地
の
ぬ
く
も
り 

人
の
ぬ
く
も
り
～

ご
ろ
寝
で
シ
ネ
マ

 特 集  
秋
の
夜
空
に

体を寄せ合い、暖を囲み映画を鑑賞する２組

飲食ブースにて談笑する来場者

「与謝野町俳句大会」の事前投句入賞作品と
「平成Ｂｕｓｏｎ俳句大賞」の入賞作品をご紹介します！

【
自
由
題
の
部
】

　
三
句
一
組
で
募
集
し
、
２
８
６
１
句
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
者
の
稲い
な

畑は
た

廣こ
う

太た

郎ろ
う

先
生
、
山や
ま
だ田

佳よ
し
の乃

先
生
の
選
に
よ

る
入
賞
８
句
で
す
。

●
与
謝
野
町
俳
句
大
賞

　
我
が
胸
の
秋
思
さ
ぐ
れ
る
聴
診
器

鹿
子
生
　
憲
二
（
福
岡
県
）

●
京
都
府
知
事
賞 

 

　
春
泥
を
踏
め
ば
昭
和
の
風
と
逢
ふ

菊
地
　
み
さ
子
（
山
形
県
）

●
与
謝
野
町
長
賞

　
木
漏
れ
日
は
母
か
も
し
れ
ぬ
墓
参

田
野
　
利
明
（
徳
島
県
）

●
与
謝
野
町
議
会
議
長
賞

　
淀
川
の
水
は
語
部
春
星
忌

奥
田
　
ま
ゆ
み
（
京
都
府
）

●
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
朝
の
日
に
露
草
瑠
璃
の
瞬
き
す

大
川
　
久
子
（
東
京
都
）

●
与
謝
野
町
文
化
協
会
会
長
賞

　
枠
糸
を
供
へ
機
屋
の
星
ま
つ
り

大
賀
　
華
文
（
京
都
府
）

●
稲
畑
廣
太
郎
賞

　
蛍
舞
ふ
闇
を
解
き
て
闇
を
編
む

吉
沢
　
春
雪
（
東
京
都
）

●
山
田
佳
乃
賞

　
月
の
夜
開
け
て
し
ま
ひ
ぬ
玉
手
箱

加
藤
　
勝
（
京
都
府
）

【
前
書
俳
句
の
部
】

俳
句
の
背
景
等
を
書
い
た
20
字
以
内
の

前
書
と
と
も
に
俳
句
を
選
考
す
る
も
の

で
、
８
０
８
句
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
選
者
の
茨い
ば
ら
き木

和か
ず
お生

先
生
、
大お
お
い
し石

悦え
つ
こ子

先
生
の
選
に
よ
る
入
賞
５
句
で
す
。

●
与
謝
野
町
俳
句
大
賞 

 

　
70
年
安
保
を
共
に
闘
っ
た
仲
間
た
ち
よ

　
汗
か
い
て
護
憲
の
側
に
立
っ
て
ゐ
る

西
　
史
紀
（
長
崎
県
）

●
京
都
府
知
事
賞

　
六
年
間
の
闘
病
の
後
ホ
ス
ピ
ス
へ

　
夫
送
る
合
歓
の
花
満
つ
与
謝
峠

安
田
　
悦
子
（
与
謝
野
町
）

●
与
謝
野
町
長
賞

　
大
峯
あ
き
ら
先
生
の
米
寿
を
祝
ふ

　
萬
緑
の
吉
野
の
人
の
米
寿
か
な

小
川
　
弘
（
愛
知
県
）

●
茨
木
和
生
賞

　
琵
琶
湖
に
て

　
み
づ
う
み
が
ね
む
り
白
鳥
ね
む
り
け
り

小
林
　
則
子
（
京
都
府
）

●
大
石
悦
子
賞

　
闇
汁
に
持
ち
来
し
も
の
の
鳴
き
に
け
り 

の
句
あ
り

　
闇
汁
に
鳴
き
し
は
何
ぞ
問
う
て
み
む

今
井
　
文
雄
（
大
阪
府
）

自
由
題
、
前
書
俳
句
と
あ
わ
せ
て
、
海

外
を
含
め
、
全
国
各
地
か
ら
９
７
６
名
の

方
の
ご
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

与
謝
野
町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
俳
句
教
室
の
成
果
発

表
の
場
と
し
て
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
一
人
一
句
で
、
１
０
４
１
句
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

俳
句
教
室
の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
４
人
の
選
者
の
選
に
よ
る
入
賞
９

句
で
す
。

●
平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
大
賞

　
あ
じ
さ
い
の
花
の
横
か
ら
ね
こ
が
来
た

矢
谷
　
柚
華
（
山
田
小
学
校
六
年
）

●
与
謝
野
町
長
賞

　
し
ゃ
ぼ
ん
玉
体
育
館
を
こ
え
て
い
く

西
原
　
歩
音
（
加
悦
小
学
校
五
年
）

●
与
謝
野
町
議
会
議
長
賞

　
風
鈴
の
音
色
の
違
う
昼
と
夜

山
本
　
　
藍
（
橋
立
中
学
校
一
年
）

●
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
ひ
ま
わ
り
や
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
ま
っ
す
ぐ
だ

千
坂
　
美
結
（
加
悦
谷
高
校
一
年
）

●
与
謝
野
町
文
化
協
会
会
長
賞

　
影
の
中
毛
虫
も
こ
こ
で
ひ
と
休
み

安
見
　
文
那
（
江
陽
中
学
校
二
年
）

●
天
野
逸
風
子
賞

　
秋
近
し
流
れ
る
雲
も
吹
く
風
も

岩
出
　
真
緒
（
桑
飼
小
学
校
六
年
）

●
白
数
宏
子
賞

　
あ
じ
さ
い
の
い
ろ
し
て
し
ず
く
し
た
た
れ
る

小
林
　
桃
花
（
橋
立
中
学
校
一
年
）

●
千
賀
壱
郎
賞

　
風
鈴
や
い
つ
も
遠
く
を
眺
め
て
る

白
須
　
郁
矢
（
橋
立
中
学
校
一
年
）

●
南
う
み
を
賞

　
か
ぶ
と
む
し
た
た
か
い
か
っ
て
つ
の
あ
げ
る

糸
井
　
康
晴
（
山
田
小
学
校
一
年
）

「
第
五
回
与
謝
蕪
村
顕
彰
与
謝
野
町
俳

句
大
会
」
な
ら
び
に
「
第
五
回
平
成
Ｂ
ｕ

ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞
」
の
こ
れ
ら
の
入
賞
作

品
は
、
11
月
27
日
の
俳
句
大
会
で
発
表
・

披
露
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
の
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

な
お
、
俳
句
大
会
当
日
の
様
子
は
１
月

号
で
ご
紹
介
の
予
定
で
す
。

蕪
村
生
誕
３
０
０
年
記
念
　
与
謝
野
町
合
併
10
周
年
記
念

第
五
回
与
謝
蕪
村
顕
彰
与
謝
野
町
俳
句
大
会

第
五
回
平
成
Ｂ
ｕ
ｓ
ｏ
ｎ
俳
句
大
賞

一般社団法人プレイス
　
PROFILE 

有
ありよし

吉　寿
としかず

和 ( 三河内区在住 )

高
たかおか

岡　洋
ようすけ

輔 ( 男山区在住 )
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がんばってます！消防団 編集 ● 岩滝方面隊

健やか広場　　酒と健康

お
酒
と
肝
臓

肝
臓
は
食
べ
物
か
ら
得
た
栄
養
分
を
貯

蔵
し
た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
剤
、
不
要

な
老
廃
物
を
分
解
・
解
毒
し
た
り
、
胆
汁

と
い
う
物
質
を
分
泌
し
、
脂
質
の
消
化
を

助
け
る
な
ど
、
生
命
を
維
持
す
る
重
要
な

働
き
を
担
っ
て
い
ま
す
。
重
さ
は
成
人
で

約
１
・
２
kg
、
内
臓
の
中
で
は
最
大
の
臓

器
で
す
。

体
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
、
肝
臓

で
酵
素
が
働
い
て
「
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
」
と
い
う
物
質
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
人
体
に
有
害
な
物
質

で
す
が
、
最
終
的
に
は
水
と
二
酸
化
炭
素

に
ま
で
分
解
さ
れ
、
体
外
に
排
出
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
過
剰
に
飲
酒
す
る
と
、
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
多
量
に
つ
く
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

飲
み
過
ぎ
で
頭
痛
や
吐
き
気
が
起
こ
る

の
は
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
強
い
毒
性

が
原
因
で
す
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
活

性
酸
素
を
介
し
て
肝
細
胞
を
傷
つ
け
、
さ

ら
に
は
脂
肪
の
分
解
を
抑
制
し
、
肝
臓
に

中
性
脂
肪
の
蓄
積
を
促
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
過
剰
飲
酒
は
、
ま
ず
脂
肪
肝
を
招
き
、

多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

適
正
飲
酒
量
の
目
安

ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
の
基
準
と
さ
れ
る

お
酒
の
１
単
位
と
は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
に

換
算
し
て
20
ｇ
で
す
。

こ
の
１
単
位
を
各
種
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

に
換
算
す
る
と
、
ビ
ー
ル
は
中
び
ん
１
本

（
５
０
０
ml
）、
日
本
酒
は
１
合
（
１
８
０

ml
）、
ウ
イ
ス
キ
ー
は
ダ
ブ
ル
１
杯
（
60  

ml
）、
焼
酎
０
・６
合
（
１
１
０
ml
）
が
目

安
と
な
り
ま
す
。

 健
康
を
損
な
わ
な
い
た
め
の
飲
酒
法

▼
笑
い
な
が
ら
、
楽
し
く
飲
み
ま
し
ょ
う

▼
適
量
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
と

▼
空
腹
で
飲
ま
な
い

▼
た
ん
ぱ
く
質
や
ミ
ネ
ラ
ル
・
ビ
タ
ミ
ン
・

食
物
繊
維
の
多
い
食
品
を
上
手
に
取
り

入
れ
て
、
食
べ
な
が
ら
飲
む
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う

▼
強
い
お
酒
は
薄
め
て
飲
む
な
ど
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う

▼
き
り
な
く
長
く
飲
み
続
け
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う

▼
週
に
二
日
は
休
肝
日
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
▼
他
人
へ
の
無
理
強
い
、
イ
ッ
キ
飲
み
は

や
め
ま
し
ょ
う

お
酒
は
、
適
量
を
適
正
な
方
法
で
飲
め

ば
、
医
学
的
に
も
健
康
に
も
良
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ
て
し

ま
っ
た
ら
、
そ
の
後
数
日
は
飲
酒
を
避
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
イ
ベ
ン
ト
の
多

い
こ
の
時
期
で
す
が
、「
適
正
飲
酒
」
を

守
っ
て
、
良
き
新
年
を
元
気
に
お
迎
え
く

だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
、
年
末
年
始
な
ど
お
酒
の
席
が
増
え
る
時
期

で
す
。
お
酒
は
「
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
適
量
を
守
れ
ば
、

血
行
を
促
進
し
緊
張
感
を
和
ら
げ
、
か
ら
だ
に
プ
ラ
ス
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
飲
み
す
ぎ
は
、
肝
障
害
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
虚

血
性
心
疾
患
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
障
害
に
つ
な
が
り「
万
病
の
も
と
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
つ
い
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
の
時
期
こ
そ
、
適
正
飲

酒
で
お
酒
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

がん患者さんと家族のための個別相談会のお知らせ
■「がんと診断されて頭が真っ白」「誰かに話を聞いてもらいたい」など、がんに関わる様々な相談をお受けする窓口として、
京都府丹後保健所にて出張相談を行いますのでご利用ください。
　◆日　時　1 月 26 日（木）、2 月 23 日（木）　いずれも午後１時から３時 30 分
　◆場　所　京都府丹後保健所
　◆相談員　京都府がん総合相談支援センターの保健師または看護師
　◆相談料　無料
　◆予　約　実施日前日の午後 4 時までに下記フリーダイヤルへお申し込みください。

　京都府がん総合相談支援センター　　　 フリーダイヤル　0120‐078‐394

■京都府がん総合相談支援セン
ターでは電話および対面相談
を、月～金（祝日・年末年始を
除く）の午前 9 時 ~ 正午、午
後１時 ~ ４時に実施しています
ので、こちらもご利用ください。

師走に入り寒さが増し、空気が乾燥するこの季節は、暖房器具による火災が多く発生する季節です。
年末年始に向け何かと慌ただしくなるこの時期は、使用者の不注意・間違った使用方法が原因で思い
もよらない火災事故が起こるので、使用方法をよく読み、安全かつ快適に暖房器具を使用しましょう。

■ 自ら予防するということ ■

火災報知器や消火器の点検

ストーブ火災について

早くに火災報知器を設置された住宅では、電池交換の時期が来ていることもあります。
また、消火器にも使用期限がありますので、定期的に確認しましょう。

実は電気ストーブは、火を使ってないという安心感があり、給油や換気の手間
もかからないので、使用時は油断しがちなんですよ！「まぁちょっと」なんて
気持ちからタオル等を暖房器具を使って乾かすことも危険です！

■　ストーブの近くに燃えやすいもの（洗濯物、ふとん、カーテン、スプレー缶など）を置かない。
■　ストーブの上で洗濯物を干さない。
■　使用中、電源コードが熱くないか。焼けた臭いがしないか。
■　使用しないときは電源プラグを抜く。
■　家具などで電源コードを踏まない。

ストーブ使用時の注意

平成 28 年度全国統一防火標語 「消しましょう　その火その時　その場所で」
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皆 さんこんにちは！ジェームスです。最近本当に
寒くなりましたが、皆さんが健康に過ごされて

いることを願います。私は今年の夏で日本に来て１年
になりましたが、毎日新しく素晴らしい経験をしてい
ます。今年の夏はすごく暑かったのですが、昨年の経
験を活かして暑さに備えることができました。　　　 
　今年の夏は多くの楽しいことがあ
りました。ひまわりフェスティバ
ルに参加し、咲き誇るひまわりの美
しさに感動しました。学校の夏休み
期間を利用して保育園で授業を行
い、子ども達と一緒に英語の絵本を
読んだり、プールで遊んだり、ス
イカ割りを体験したりしました。　 
　９月には念願の大江山登山マラソ
ンに出場しました。23.5km の山
岳コースに出場しましたが、とても
ハードなコースでした。しかし、楽
しんで走ることができ、３時間 50 分というタイムでゴー
ルしました。前日の雨の影響で、コースの状態はとても悪
いもので、ところどころに滑りやすい泥や石があり、満足
に走ることができない状態でした。特に下りは滑りやすく、
上りより時間がかかりました。転ばないように木につかま
りながら慎重に下っていましたが、１回転んでしまいまし
た。ゴールしたとき私の足は、泥だらけで少し痛みもあり
ましたが、とても達成感を感じました！また、私がゴール

したとたんに大雨が降りはじめたので幸運でもありました。 
　私は他の全てのランナーに「おつかれさまでした」を、
応援してくれた皆さんと運営に尽力された皆さんに「あ
りがとう」を伝えたいです。ハードですがとても面白い
コースと美しい景色が楽しめるこの大会は素晴らしい
と思います。ぜひ皆さんも参加してください！　　　 

　走るイベントの良いところはイ
ベントが行われる町の皆で応援が
できるところです。私の地元であ
るイギリスのリッチフィールドで
は「Lichfield Dash」 と 呼 ば れ る
イベントがあります。これは毎年
リッチフィールドの有名な大聖堂周
辺で開催される短距離走のイベント
で、正午の鐘の音でスタートし、鐘
が鳴り終わる前にゴールしなければ
なりません。これはとても難しく
て、短時間で終わるイベントです

が、毎年多くの人々が参加し、町の皆で応援します。　　 
　私は与謝野町での活動や美しい場所を撮影した写
真 を イ ン ス タ グ ラ ム（https://www.instagram.com/
larrythesloth/）で公開しています。最近加悦 SL 広場で
良い写真が撮れましたので皆さんに見てもらいたいと思い
ます。私は次のマラソン大会に出場するため毎週トレー
ニングをしています。もし、走っている私を見たときは

「Hello!」と声をかけてくださいね。

婚約者のジェニーが応援に駆け付けてくれました
（右側が筆者）

A L Tリレーコラム ［第 67 回 大江山登山マラソン by ジェームス・スティーブン］	 COLUMN

引
手
と
は
、
開
閉
の
際

に
手
を
か
け
る
た
め
、

障
子
や
襖ふ

す
まな

ど
に
付
け
ら
れ
る

金
具
や
緒
の
こ
と
で
す
。
よ
っ

て
、
建
具
の
開
け
閉
め
を
円
滑

に
す
る
こ
と
が
一
番
に
求
め
ら

れ
る
機
能
で
す
。
た
だ
、
小
さ

い
な
が
ら
も
、
部
屋
の
雰
囲
気

に
影
響
を
与
え
る
機
能
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

 

　
現
代
の
引
手
は
シ
ン
プ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
一
般
的
で

す
が
、
古
民
家
で
は
、
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が

見
ら
れ
ま
す
。
同
じ
建
物
内
で

あ
っ
て
も
、
場
所
に
よ
り
違
う

デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
細
部
ま
で
意
匠
が
施
さ
れ

た
古
民
家
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。　
　
　
　

 

　

与
謝
野
町
加
悦
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
（
ち
り
め

ん
街
道
）
の
旧
尾
藤
家
住
宅

時の贈り物	［ 第88回　「引
ひ き て

手」古民家にみる意匠と機能 ] 

の
引
手
を
例
に
い
く
つ
か
ご

紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　

 
　
旧
尾
藤
家
住
宅
に
は
、
襖
絵

の
紅
葉
に
合
わ
せ
、
立
体
的
な

月
が
あ
し
ら
わ
れ
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
月
部
分
は
磨
か

れ
、
か
す
か
な
黄
色
の
光
を
放

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
て
も

可
愛
ら
し
い
千
鳥
の
も
の
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
階
の
座

敷
に
は
、
襖
の
両
面
で
ひ
ょ
う

た
ん
型
と
丸
型
と
デ
ザ
イ
ン
の

違
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。　
　

 

　
旧
尾
藤
家
住
宅
は
公
開
施
設

で
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
館

内
で
は
、
地
域
の
歴
史
・
文
化

を
ご
紹
介
す
る
展
示
も
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

場
い
た
だ
き
、
各
部
屋
の
引

手
に
も
ご
注
目
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

 

　
　
（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

旧
尾
藤
家
住
宅
の
引
手
（
月
）

旧
尾
藤
家
住
宅
の
引
手（
千
鳥
）

クリスマスを前に

一般書 ●『ちいさな着物遊び』
大井とき江／グラフィック社 ●
『限りなく完璧に近い人々』マイ
ケル･ブース／KADOKAWA ●『

るすめしレシピ』上田淳子／自由国民社 ●『野
村の遺言』野村克也／小学館 ●『おんなの城』
安部龍太郎／文藝春秋 ●『デトロイト美術館の
奇跡』原田マハ／新潮社　 児童書 ●『はたら
く車』小賀野実／いかだ社 ●『バルーンミ
ニ飾り・遊び』大石亜由美／学研プラス ●
『サイエンスコナン忍者の不思議』青山剛昌
／小学館 ●『王様に恋した魔女』柏葉幸子
／講談社 ●『ミミとまいごの赤ちゃんドラ
ゴン』マイケル･モーパーゴ／徳間書店 ●『
十二支のおもちつき』すとうあさえ／童心社

今月の
新着図書

■日時 12月16日（金） ※12月は第３金曜日
 午後１時30分～３時
■お問い合せ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会
与謝野晶子の童話を読む

第 56 回「お留守番」

図書館へ行こう！  BOOKS

子どもたちが１年のうちでも特に楽しみなイベント「クリスマス」
の季節。美しいイルミネーションやカラフルな飾り付けを見ていると、
気分が盛り上がってくる方も多いのでは？そんなクリスマスを題材に
した本をご紹介します。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『星の民のクリスマス』
 古谷田奈月／新潮社

クリスマスイブの晩に、星を見に出かけ
たまま行方不明になった 10 歳の娘を探
す歴史小説家の男。６年前に父からクリ
スマスプレゼントとして贈られた 1 篇
の童話の世界へ行ってしまった娘を追っ
て、自分自身が書いた物語を旅する摩訶
不思議なストーリーは、日本ファンタ
ジー大賞を受賞しています。

『クリスマスまであと何日？Ｘｍａｓアドベントブック』
 本庄ひさ子／世界文化社　

アドベントとは、12 月 25 日の約 4 週
間前の日曜日からクリスマスイブまで
の期間のこと。本来なら約 1 ヵ月間か
け日ごとに、飾りやお菓子作りといっ
たクリスマスを迎える準備やその由来
についてを、絵本仕立てで紹介した 1
冊。コラムを読むだけでも、クリスマ
ス気分を味わえます。

『クリスマスクッキング ふしぎなクッキーガール』
梨屋アリエ、山田詩子／講談社

親友とけんかして元気がないれいなちゃん
が、お姉さんに誘われてジンジャークッキー
を作り始めます。ジンジャークッキーはク
リスマスの特別なお菓子。なんと作ってい
る途中で、クッキーがしゃべり始めます。
友達とは？を優しい語り口とかわいらしい
挿絵で綴った心が温かくなるような物語。

『おたすけこびとのクリスマス』
 なかがわちひろ、コヨセ・ジュンジ／徳間書店

ダンプカーやショベルカーといった “はたらく車” は、いつでも子
どもたちに大人気。絵本に出てくるこ
びとは、これらの車を駆使して、サン
タさんを助けて子どもたちにプレゼン
トを渡す「おたすけこびと」です。ど
んな風にプレゼントが届けられるのか、
ぜひ読んでみてください。

　図書館おはなし会
[ 本　館 ] 平成29年１月 10 日（土）午後３時～
[ 加　悦 ]　12 月 10 日（土）午前10時30分～
[ 野田川 ] 12 月 17 日（土）午前10時30分～（紙芝居の日）

 12 月 24 日（土）午後２時～（クリスマスおはなし会）

Info

■ 年末年始休館期間 12 月 28 日（水）～１月４日（水）
□ 年内開館最終日 ▶ 野田川分室  12 月 26 日（月）
   ▶ 本館・加悦分室 12 月 27 日（火）
□ 新年開館初日  １月５日（木）　

※１月９日（月・祝）は本館・加悦分室は休館、野田川分室は開館して
います。祝日と休館日（本館・加悦分室は月曜日、野田川分室は火曜
日）が重なる場合は、休館日となりますのでご注意ください。休館日
と重ならない祝日は、通常どおり開館しています。

年末年始にかけての開館日のお知らせ
図書館では年末年始にかけての開館については以下のとおりです。
来年も変わらずご利用くださいますようよろしくお願いします。



まちの 話題 お届けします

追悼の辞を読み上げる遺族代表の井﨑さん

●平成 28 年度与謝野町戦没者追悼式

平和への祈りをこめて
第二次世界大戦で犠牲になられた人々のご冥福と恒

久平和を祈る「与謝野町戦没者追悼式」が 11 月 26 日、
野田川わーくぱるにおいて執り行われました。式典には、
戦没者の遺族など 127 名の方が参列され、参加者全員
による黙祷が行われたのち、山添町長の式辞に続き、京
都府知事および町議会議長の追悼の言葉が捧げられまし
た。また、桑飼地区遺族会を代表して井

い ざ き
﨑登

と し え
志惠さん（温

江）が思いを込めた追悼の辞を読み上げられ、犠牲にな
られた多くの方々に祈りが捧げられました。

●与謝野みらい町民大学（仮称）　トライアル事業（第１弾）

未来を担う人材育成講座
11 月 19 日、今後の与謝野町を担っていく人材を育成

することをねらいとした「与謝野みらい町民大学（仮称）」
のトライアル事業（第 1 弾）が行われました。岡

おかむら
村芳

よしひろ
広

さんが講師となり小学生とその保護者を対象にプログラ
ミングにおける考え方の基礎を紹介するとともに、レゴ
Ⓡブロックを使ってモノの仕組みについて学習しました。
当初の予定より多くの参加者があり大盛況の中、子ど
もたちは遊び感覚で理解するプログラミングとモノ
の仕組みに興味津々な様子でした。

水消火器を使った消火実演を真剣に見入る児童

●与謝小学校避難訓練

消防団交流授業を行いました
11 月 17 日、与謝小学校の避難訓練に消防団加悦第２

分団が参加し交流授業が行われました。校内で火災が発
生した想定の訓練では、児童たちは事前に学んだとおり
慌てず避難を行い、その後の先生と消防団が協力して行
なった初期消火の実演を、真剣な顔で見学をしていまし
た。児童たちもバケツリレーと水消火器体験を行い、井
上分団長からの「まずは、自分の命を守る行動を」と声
をかけられ、消防・防災にかかる命について考えるきっ
かけとなりました。

●野田川スポーツクラブ

生涯スポーツ優良団体表彰を町長へ報告
10 月７日、野田川スポーツクラブが、これまでの町

スポーツ事業への貢献が評価され、スポーツ庁より生涯
スポーツ優良団体表彰を受けました。野田川スポーツク
ラブは子どもから大人まで幅広い世代に生涯スポーツの
素晴らしさを普及するとともに、高齢者にスポーツを促
進することで運動不足の解消や健康づくり、医療費の削
減にも貢献しています。10 月 28 日には、山

やまざき
﨑愛

あ い じ ろ う
次郎会

長がこれまでの活動を報告するとともに、今回の表彰を
町長に報告されました。

山添町長に表彰を報告する野田川スポーツクラブの山﨑会長

レゴⓇブロックを使い機械が動く仕組みを学ぶ子どもたち

南野さんの講演を熱心に聴く参加者の皆さん

●与謝野町男女共同参画啓発講座

自分を輝かせるのは自分
男女共同参画社会の実現を目指し、与謝野町男女共

同参画啓発講座が 11 月 23 日、知遊館で行われました。
元大阪府立高等学校家庭科教員の南

みなみの
野忠

ただはる
晴さんが「正し

いパンツのたたみ方～自分を輝かせるスイッチは自分の
中にある～」をテーマに講演し、「互いを尊重する態度
の大切さ」、「子どもに手伝いをさせる発想方法」、「自分
らしく生きるための心構え」などについて、時に笑いを
交えたユーモアある事例紹介で、参加者は男性と女性が
共存するために必要なことの理解を深めました。

指を差しをしながら細かいところまで鑑賞する来場者

●ガラス釧特別公開

日本古代史の至宝を４年ぶりに公開
10 月 25 日から 11 月 13 日まで与謝野町立古墳公園

はにわ資料館で「国の重要文化財　ガラス釧
くしろ

」が 4 年
ぶりに公開されました。弥生時代後期の豪族の副葬品と
されるガラス製の腕輪で、大風呂南 1 号墓（岩滝）か
ら出土したものです。ガラス製の釧は、全国で４遺跡８
例が発見されています。今回展示された釧のように完全
な状態で残っているものは非常に珍しく、期間中は多く
の来場者が、与謝野町から望む阿蘇海を思わせるガラス
釧の青色に魅了されていました。

●加悦谷高等学校生徒と町長との対話授業

与謝野町の未来を考える
11 月 21 日、加悦谷高等学校生徒

と山添町長による対話授業が行われま
した。これは、高校生の生の声をまち
づくりに生かそうと始まった取り組み
で、今回で 10 回目となります。

当日は町長からの基調講演に始まり、
加悦谷高等学校生徒会から 23 人が参
加し、現３年生からとった「なまの声」
のアンケート結果をもとに与謝野町の

生徒が与謝野町長になったら？！まちの 話題 ワイド
高校生ならではの視点で

「今」を理解し、４グループに分かれ「ど
うすれば町外から人を呼び寄せること
ができるか」、「どうすれば与謝野町の
若者が将来与謝野町で暮らすようにな
るか」のテーマでグループディスカッ
ションしました。町内の学校だからこ
そ感じる視点で「もし私が町長なら…
します」と、どのグループも素晴らし
い提案を町長へ投げかけました。

各グループによる発表内容は「大
学や就職先をつくり、
専門的な知識を持
つ働き手を育てる」、

「仕事と子育ての両
立を促進させる町づ
くりをする」、「外国
人が学ぶ、温かみの
ある木造の学校を作
る」、「町のマスコッ

参
加
者
の
皆
さ
ん
で
記
念
撮
影

町長も各グループを回り議論に参加！

トキャラクターを刷新し、ゴールデ
ンタイムに町のＣＭを流して広く町
をＰＲする」と学生ならではの提案
で、町長から「与謝野町を担ってい
く若者からの貴重な意見として、今
後の町政の検討材料にしたい。この
ような素晴らしい意見を言える新体
制の生徒会にも期待している」と感
謝の言葉とともに生徒会へエールが
送られました。

11　広報よさの DECEMBER 2016 10
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与謝野町ふるさと納税　寄付申込書

平成　　年　　月　　日

ふるさと与謝野町を応援するため次のとおり寄付します。

１　希望する払込方法についてお教えください（いずれかに○印をお願いします）。
　　①納付書払い（後日、ゆうちょ銀行で利用できる手数料無料の納付書をお送りします。）
　　②現金書留払い
　　　※①②以外の払い込み方法を希望される場合はご相談ください。

２　寄付金の活用を希望する与謝野町の取り組みについてお尋ねします。
　　（以下のいずれかに○印か寄付金額をご記入ください。複数選択可。）

与 謝 野 町 長 様　
（寄付申込者）

記

 金　　　　　　　        　円也  

住　　所：

電話番号：

氏　　名：

☆福祉のまちづくりのための事業
（与謝野町が独自に実施する福祉サービスや、福祉施設の充実に活用します）

☆産業および観光の振興のための事業
（頑張る中小企業の支援や、新たな産業の創出、観光地として魅力あるまちづくりに活用します）

☆快適で安心して暮らせるまちづくりのための事業
（防災・減災対策や、道路・河川・公園整備など、みんなが豊かで安心して暮らせる環境づくりに活用します）

☆明日の人材を育てる教育文化のまちづくりのための事業
（学校や図書館などの整備、与謝野町の歴史文化を大切にする取り組みに活用します）

☆協働で進めるまちづくりのための事業
（住民活動の支援や公民館整備など、みんなが地域で力を発揮してまちを元気にする取り組みに活用します）

☆与謝野町ふるさと応援補助金事業
《あなたの寄付金を与謝野町内の希望する地域(区)に活用いただけます》
※ただし寄付者が町外在住の場合に限ります

活用を希望する地域（区）名をご記入ください↓
（裏面の「補助金対象区一覧」からお選びください）

区
☆その他（具体的に記入してください。※ただし寄付金は既存の事業に活用します。）

使い道を決めない場合は○印をしてください。↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町政全般に活用希望（　 ）

与謝野町にふるさと納税をお願いします

与謝野町では、ふるさとへの思いを形にできるように「ふるさと納税（寄付金）」を募集してます。離れて暮らすご家族・
ご友人が帰郷される際に、是非お呼びかけください。

寄付のお申し込みは、この寄付申込書を切り取って与謝野町役場企画財政課にご提出いただくか、与謝野町のホームペー
ジからも行っていただけます。（ホームページからのお申し込みなら便利なクレジットカード払いもご利用いただけます）

1 万円以上のご寄付をいただいた場合、与謝野町の特産品をお贈りしております。詳しくは与謝野町ホームページを
ご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　（お問い合わせ、お申し込み先：与謝野町役場企画財政課 ☎ 43-9015）

●
第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

美
術
・
工
芸
部
門

吉よ
し
だ田 

和か
ず
さ紗 

さ
ん
（
石
川
）

中
学
生
の
と
き
の
職
場
体
験
学
習
で
ち
り
め
ん
の
デ
ザ

イ
ン
に
触
れ
た
こ
と
で
、
芸
術
の
世
界
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
吉
田
さ
ん
。「
中
学
校
ま
で
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
校
へ
の
進
学
を

機
に
油
絵
を
始
め
、
学
業
と
と
も
に
制
作
活
動
に
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
だ
３
年
間
で
し
た
」
と
振
り
返
り
、「
念

願
で
あ
っ
た
総
合
文
化
祭
に
作
品
が
出
展
さ
れ
、
今
後
の

励
み
に
な
っ
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

出
展
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
「（
い
ま
し
）
め
る
」。
作
品

の
ポ
イ
ン
ト
は
、小
学
校
か
ら
の
友
人
二
人
を
モ
デ
ル
に
、

視
線
や
表
情
で

対
照
的
な
雰
囲

気
の
二
人
を
表

現
し
、
お
互
い

の
身
体
を
蛇
で

つ
な
ぐ
こ
と
で

一
体
感
と
鑑
賞

者
の
想
像
の
幅

を
広
げ
る
工
夫

を
し
た
と
い
い

ま
す
。

吉田 和紗さん
（宮津高等学校３年）

「（いまし）める」　油絵Ｆ 50 号（1167 × 910mm）

インターハイ、文化の全国大会である総合文化祭で活躍された高校生の皆さんを紹介します。

高校生の活躍

●
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

大
会
（
マ
ド
ン
ナ
カ
ッ
プ
）
優
秀
有
望
選
手

 

小こ
ま
つ松 

莉り

こ子 

さ
ん
（
四
辻
） 

　

中
学
校
ま
で
イ
ン
ド
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い

た
小
松
さ
ん
は
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
特
設
コ
ー
ト
の
あ

る
高
校
に
進
学
し
た
こ
と
を
機
に
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
は

じ
め
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
才
能
は
、
１
年
生
の
時
か

ら
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
高
校
生
の
全
国
大
会
で
あ
る
マ

ド
ン
ナ
カ
ッ
プ
に
毎
年
出
場
し
て
い
ま
す
。１
年
、２
年
、

３
年
生
と
年
を
追
う
ご
と
に
好
成
績
を
記
録
し
、
今
年

の
大
会
で
は
全
出
場
選
手
か
ら
８
名
し
か
選
ば
れ
な
い

優
秀
有
望
選
手
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
小
松
さ
ん
は「
練

習
は
き
つ
い
が
、
素
晴
ら
し
い
コ
ー
チ
と
環
境
に
恵
ま

れ
た
こ
と
で
今
回
の
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
う
。
今
年

は
、
ジ
ャ
パ
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
に
も
京
都
府
代
表
と
し
て

出
場
し
、
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
と
の

対
戦
で
競
技
の
深

さ
も
知
れ
た
。
高

校
で
の
競
技
は
終

わ
る
が
、
今
後
も
バ

レ
ー
と
向
き
あ
い

た
い
。」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

競技中の小松さん

小松 莉子さん
（福知山成美高等学校３年）

功績・功労をたたえて
●
京
都
府
保
健
医
療
功
労
者
等
表
彰

須す
が
わ川 

典の
り
あ
き亮 

医
師

須
川
典
亮
医
師
（
下
山
田
）

が
、
京
都
府
か
ら
保
健
医
療
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

須
川
医
師
は
、
平
成
14
年
に

「
須
川
医
院
」
を
開
設
。
平
成

16
年
に
「
医
療
法
人
南
斗
六
星

会　
須
川
医
院
」
に
名
称
を
変

更
。
以
来
、
平
成
18
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
与
謝
医
師
会
の

救
急
・
災
害
担
当
理
事
や
、
与

謝
野
町
介
護
保
険
審
査
会
合
議

体
長
を
担
う
ほ
か
、
町
立
小
学

校
や
中
学
校
医
、保
育
所
園
医
、

株
式
会
社
加
悦
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

ラ
イ
ス
の
産
業
医
で
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
運
営
等
、
在
宅
医
療
や
福
祉

分
野
で
精
力
的
に
活
動
し
、
地

域
医
療
・
保
健
・
福
祉
行
政
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

須川 典亮 医師
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

万
が
一
の
病
気
や
ケ
ガ
の
と
き
に

安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
み
ん
な

で
お
金
を
出
し
合
い
、
助
け
合
う

と
い
う
制
度
で
す
。
医
療
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
に
厳
し
い

財
政
状
況
が
予
測
さ
れ
る
な
か

で
、
適
正
な
国
保
運
営
を
行
う
た

め
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が

必
要
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
の
届

出
は
忘
れ
ず
に

【
国
保
に
加
入
す
る
と
き
】

・
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

（
ま
た
は
被
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
）

・
子
ど
も
が
生
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

【
国
保
を
脱
退
す
る
と
き
】

・
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

（
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き
）

・
死
亡
さ
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
る
と
き

【
そ
の
他
】

・
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変
わ

っ
た
と
き

・
修
学
の
た
め
他
市
町
村
へ
転
出

す
る
と
き

・
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

っ
た
と
き

■ 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

た
と
き
等
、
国
保
を
脱
退
す
る
届

出
を
さ
れ
な
い
と
、
国
保
の
資
格

が
残
っ
た
ま
ま
保
険
税
が
二
重
に

か
か
り
ま
す
。

・
転
出
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
な
ど
で
国
保
資
格
を
喪
失
し
た

ら
、
直
ち
に
使
用
を
中
止
し
保
険

証
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。（
資

格
喪
失
後
に
国
保
の
保
険
証
を
使
っ

て
受
診
し
た
と
き
、
国
保
負
担
分
を

後
日
請
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■ 

次
の
事
項
に
該
当
し
な
い
か

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い

【
会
社
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入
す
る
と
き
に
は
？
】

　
退
職
さ
れ
た
方
が
国
保
へ
加
入

さ
れ
る
と
き
、
資
格
喪
失
日
が
分

か
る
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

事
業
所
よ
り
保
険
喪
失
証
明
書
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
に
な
れ
ま
せ
ん
か
？
】

　
例
え
ば
、
息
子
さ
ん
が
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
、
そ
の
世
帯

に
同
居
す
る
方
の
収
入
が
一
定
額

以
下
で
あ
れ
ば
、
息
子
さ
ん
の
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
息
子

さ
ん
の
保
険
料
が
増
え
る
こ
と
も

な
く
、
国
保
喪
失
に
よ
り
国
保
税

も
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
う
し

た
例
に
該
当
し
な
い
か
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
、
職
場
の
健
康
保

険
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
勤

め
先
も
し
く
は
加
入
さ
れ
て
い
る

健
康
保
険
の
保
険
者
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、保
険
証
は
使
え
る
の
？
】

　
万
が
一
、
交
通
事
故
等
に
あ
わ

れ
た
場
合
は
、
保
険
証
を
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
必
ず
役

場
へ
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
の
よ
う
な
第
三
者
に
よ

る
行
為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
を
さ
れ
た

場
合
は
、
原
則
、
そ
の
加
害
者
の

責
任
に
よ
り
負
担
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
あ
り
、
早
期
の
治
療
優
先

の
た
め
、一
旦
保
険
適
用
と
し
て
、

国
保
が
加
害
者
に
請
求
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■ 

保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て

【
加
入
者
が
変
更
し
た
と
き
の
保
険
税
は
？
】

　

年
度
の
途
中
で
世
帯
や
加
入
者

に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
保
険

税
を
月
単
位
で
再
計
算
し
直
し
ま

す
。
保
険
税
は
、
６
月
か
ら
３
月

ま
で
の
10
回
で
年
間
分
を
納
付
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
変
更

の
届
出
が
あ
っ
た
月
の
翌
月
に
、

変
更
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
保
険
税
の
納
付
方
法
は
？
】

　

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

付
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
口
座
振
替

に
す
る
と
、
納
付
に
出
向
く
手
間
が

省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
大

変
便
利
で
す
の
で
、
口
座
振
替
を
お

薦
め
し
ま
す
。
な
お
、
65
歳
以
上
の

世
帯
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
し
た

場
合
、
原
則
、
年
金
天
引
き
に
よ
る

納
付
と
な
り
ま
す
。

【
所
得
申
告
に
つ
い
て
】

　
所
得
申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
正
し
く
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。
収
入
が
無
い
場
合
で
も
、
申

告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■ 

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
を

　
近
年
、
国
保
加
入
者
数
は
減
少

し
て
お
り
ま
す
が
、
一
人
あ
た
り

の
医
療
費
が
上
昇
し
て
お
り
、
国

保
の
財
政
運
営
が
非
常
に
苦
し
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
、
医
療

機
関
の
適
正
受
診
と
、
特
定
健
診

や
各
種
検
診
の
積
極
的
な
受
診
、

そ
し
て
普
段
の
予
防
と
健
康
づ
く

り
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
】

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
特

許
の
切
れ
た
先
発
医
薬
品
と
同
じ

有
効
成
分
を
持
つ
比
較
的
安
い
お

薬
の
こ
と
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

医
療
費
の
節
減
に
な
り
ま
す
。
医

療
機
関
な
ど
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
切
り
替
え
も
で
き
ま
す
。
か

か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
柔
道
整
復
師
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）
の

施
術
に
は
保
険
証
の
使
え
る
場
合
と
使

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
】

　

国
民
健
康
保
険
適
用
範
囲
の
誤

解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
誤
っ
た
受

診
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

施
術
を
受
け
ら
れ
る
前
に
確
認
し

て
か
ら
施
術
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
証
が
使
え
る
場
合

・
ね
ん
挫
、
打
撲
、
肉
離
れ

・
骨
折
、
脱
臼
の
応
急
手
当

▼
医
師
の
同
意
書
が
あ
り
、
保
険

証
が
使
え
る
場
合

・
骨
折
、
脱
臼

▼
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

（
※
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

・
日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
疲
労

や
肩
こ
り
、
腰
痛
、
体
調
不
良
な
ど

・
神
経
痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
関
節
炎
、

ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
病
気
が
原
因
の
痛
み

・
保
健
医
療
機
関
で
治
療
中
の
も
の
等

国民健康保険の適正化にご協力ください
与謝野町国民健康保険より 保健課 ☎ 43-9022問
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１　与謝野町を応援しようと思った理由をお聞かせください（いずれかに○印をお願いします）。

1. ふるさと（出身地）だから　⇒　（地区：　　　）
2. 与謝野町に以前住んだことがあるから（転勤、就学など）　⇒　（地区：　　　）
3. 与謝野町に以前訪れて印象に残っているから（観光・出張など）
4. 与謝野町の施策に共感したから（具体的に記入してください↓）

5. その他（具体的に記入してください）

２  寄付の公表（広報「よさの」に掲載）についてお聞かせください。（いずれかに○印をお願いします。）

４   ワンストップ特例制度について

３   与謝野町へのメッセージがあればご記入ください（ただし、特定の個人や団体への呼びかけはご遠慮ください）。

★ご協力ありがとうございました ★
※お寄せいただいた個人情報は、ふるさと納

税以外の目的には使用しません。

お問い合わせ・申し込み先

〒 629-2292
京都府与謝郡与謝野町字岩滝 1798-1
与謝野町企画財政課 ふるさと納税担当
☎ 0772-43-9015　FAX 0772-46-4630
メール：kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp 与謝野町マスコットキャラクター

「まめっこまいちゃん」

まめっこまいちゃん／基本ポーズ

 公表して差し支えない 氏名（名称）の公表を希望しない

※公表内容は、お住まいの都道府県（京都府内にお住まいの方は市町村）、氏名、寄付金額です。
※ただし、公表を希望しない場合でも、お住まいの都道府県）、寄付金額は公表します。

◎メッセージの公表について　～いただいたメッセージは「広報よさの」に掲載します～
メッセージにお名前を添える場合は○、希望しない場合は × をご記入ください。
※希望されない場合は匿名でメッセージのみ掲載します。

お名前の公表

キ　
リ　
ト　
リ

　確定申告を行う必要のない給与所得者等は、個人住民税課税市町村に対する「ふるさと納税」
の控除申告を与謝野町に代行させることができます。これをワンストップ特例制度と言います。

（ただし、5 自治体を越えて「ふるさと納税」をする方は確定申告が必要になります。）

←ワンストップ特例制度をご希望の場合は〇印をしてください。
※ワンストップ特例ご利用には別途申請が必要です。ご寄付いただいた後申請書をお送りします。

与謝野町ふるさと応援補助金について
　ふるさと納税の申込書でお選びいただける項目の一つ、「与謝野町ふるさと応援補助金」
は、いただいた寄付金を次年度以降に以下の与謝野町の地区で活用いただく制度です。寄
付申込みの際に「与謝野町ふるさと応援補助金」を選択された場合は活用希望する地区を
一つお選びください。

アンケートにご協力ください

【補助金対象区一覧】

算所区 加悦奥区 加悦区 後野区 与謝区 滝区
金屋区 温江区 明石区 香河区 石田区 弓木区
立町区 浜町区 藪後区 東町区 男山区 三河内区
岩屋区 幾地区 四辻区 上山田区 下山田区 石川区
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人権の花運動を実施しました
花を育てることで、命の大切さと協力し合う大切さを身につける 住民環境課 ☎ 43-9030

毎
年
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に

「
人
権
の
花
運
動
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
あ
い
さ
つ
も
大
き

な
声
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
山
田
小

学
校
１・
２
年
生
37
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

与
謝
野
町
人
権
擁
護
委
員
の
皆

さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
で
人
権
に
関

す
る
お
話
と
、
身
近
な
人
に
相
談

出
来
な
い
悩
み
を
人
権
擁
護
委
員

に
相
談
す
る
方
法
（
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ミ
ニ
レ
タ
ー
）
を
教
え
て
も
ら
っ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
み
ん
な
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
町
・
法
務
局
・
人
権
擁
護
委

員
で
構
成
さ
れ
る
丹
後
・
中
丹
人

権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
か
ら
人
権
の
花
「
水
仙
」

の
球
根
が
子
ど
も
た
ち
に
贈
ら

れ
、
校
庭
で
人
権
擁
護
委
員
か
ら

植
え
付
け
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
仲
良
く
植
木
鉢
に

植
え
付
け
を
し
ま
し
た
。
花
の
開

花
は
２
～
３
月
。

問

土を仲良く分け合いました

サケの還る野田川をきれいにしよう
住民環境課 ☎ 43-9030問

10
月
８
日
、
９
日
に
、
後
野

区
や
後
野
農
地
水
組
織
が
中
心
と

な
っ
て
野
田
川
清
掃
を
行
い
ま
し

た
（
延
べ
約
60
人
が
参
加
）。
与

謝
野
町
婦
人
会
や
天
橋
立
を
守
る

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
協
会
か
ら
も
参
加
が

あ
り
、
15
人
の
大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
川
の
中
の
作
業
に
２
日

間
汗
を
流
す
な
ど
、
地
元
の
人
達

と
一
緒
に
な
っ
て
清
掃
し
ま
し

た
。野

田
川
に
サ
ケ
が
還
っ
て
く
る

の
は
例
年
10
月
下
旬
か
ら
12
月
上

旬
で
す
。
川
の
中
や
河
川
敷
に
漂

着
し
た
カ
ン
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

な
ど
、
２
日
間
で
約
３
１
０
kg
の

ゴ
ミ
を
回
収
し
、
サ
ケ
の
還
る
川

づ
く
り
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

地元の方と協力して清掃活動を行う大学生

地域を知る環境学習ツアーを開催しました
住民環境課 ☎ 43-9030問

与
謝
野
町
に
は
、
地
域
に
根
差

し
た
す
ば
ら
し
い
環
境
保
全
の
取

り
組
み
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
人

も
子
ど
も
も
様
々
な
機
会
を
通
じ

て
環
境
問
題
を
考
え
実
践
し
て
い

ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
世

代
間
を
越
え
て
環
境
を
見
つ
め
直

し
、
豊
か
な
環
境
と
調
和
す
る
暮

ら
し
に
改
め
て
目
を
向
け
、
我
が

町
の
環
境
を
守
り
伝
え
る
活
動
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
よ

さ
の
百
年
の
暮
ら
し
委
員
会(

愛

称
み
ら
い
ふ)

と
町
の
共
催
で

「
地
域
を
知
る
環
境
学
習
ツ
ア
ー
」

を
11
月
５
日(

土)

に
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
30
名
の
参
加
者
と
一
緒
に
、
環

境
保
全
の
取
り
組
み
を
実
践
さ
れ

て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
丹
後
の
自

然
を
守
る
会
、
後
野
区
、
大
江
山

エ
コ
ツ
ア
ー
、リ
フ
レ
か
や
の
里
、

与
謝
野
町
農
林
課
」
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
内
容
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
各
取
り
組
み

に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
予
定
の
時
間
を
超
過
す
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
自
分
た

ち
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
し
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
自
然
環
境
を
考

え
る
こ
と
や
、
自
然
に
触
れ
合
う

機
会
を
増
や
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
と
み
ら
い
ふ
で
は
、

来
年
の
２
月
26
日(

日)

に
登
山

家
の
野の

ぐ
ち口

健け
ん

氏
を
招
い
て
、「
与

謝
野
町
の
環
境
未
来
２
０
１
７
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
町
民
の

皆
様
も
こ
の
機
会
に
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
自
然
環
境
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
事
業
は
全
国
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会

の
拠
出
金
を
受
け
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。

今井信夫区長（後野）から環境保全について説明をうける参加者

10 月の可燃ごみ・雑誌（雑がみ）排出量の報告
シリーズ⑯　ごみについて考える 住民環境課 ☎ 43-9030問

ご
み
量
の
比
較　

平
成
28
年
10
月
の
可
燃

ご
み
・
雑
誌
（
雑
が
み
）

の
排
出
量
を
、
減
量
の
比

較
対
象
で
あ
る
平
成
26
年

度
と
比
べ
て
報
告
し
ま
す
。

可
燃
ご
み
は
、
今
月
は

約
９・
５
％
減
量
と
、
先

月
に
続
き
比
較
的
高
い
減

量
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
４
月
か
ら
の
通

算
で
は
、
９
月
ま
で
で
は

約
６
％
、
10
月
ま
で
で
は

約
６・
５
％
と
、
大
き
な

変
化
は
な
く
、
減
量
化
の

効
果
は
み
ら
れ
ま
す
が
、

目
標
に
は
ま
だ
ま
だ
届
き

ま
せ
ん
。更
な
る
ご
理
解・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
方
の
雑
誌（
雑
が
み
）

は
、
今
月
は
１
ｔ
以
上
の

増
加
が
あ
り
、
分
別
の
効

果
が
少
し
表
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
４
月
か
ら

の
通
算
で
は
ほ
と
ん
ど
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
残
り

の
５
ヶ
月
間
、
更
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

可燃ごみ排出量（単位：kg）雑誌（雑がみ）排出量（単位：kg）

個人住民税の特別徴収の実施をお願いします
税務課からのお知らせ 税務課 ☎ 43-9020問

個
人
住
民
税
（
町
民
税
お
よ

び
府
民
税
）
は
、
納
税
義
務
者

の
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の

市
町
村
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
と
は
、
給
与
支
払

者
（
事
業
主
）
が
所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、
毎
月

の
給
与
か
ら
従
業
員
等
の
個
人

住
民
税
を
差
し
引
い
て
、
市
町

村
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。

法
令
の
規
定
に
よ
り
、原
則
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
に

は
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
役
員

等
を
含
む
す
べ
て
の
従
業
員
等

の
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。（
事
業
主
や

従
業
員
等
の
意
思
に
よ
る
徴
収

方
法
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
）

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

実
施
さ
れ
て
い
な
い
給
与
支
払

者
（
事
業
主
）
の
方
は
、
法
令

に
基
づ
く
適
正
な
特
別
徴
収
の

実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

●
個
人
住
民
税
の
税
額
計
算
は

市
町
村
が
行
い
ま
す
の
で
、

所
得
税
の
よ
う
に
事
業
主
の

方
が
税
額
の
計
算
や
年
末
調

整
を
す
る
手
間
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

●
従
業
員
の
方
は
、
金
融
機
関

に
出
向
い
て
納
税
す
る
手
間

が
省
け
、
納
付
を
忘
れ
る
等

の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
年
税
額
を
12
回
に
分
け
て
支

払
う
た
め
、
納
期
が
年
４
回

で
あ
る
普
通
徴
収
（
納
税
義

務
者
が
直
接
納
付
）
よ
り
１

回
あ
た
り
の
負
担
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単

毎
年
１
月
31
日
ま
で
に
提
出

し
て
い
た
だ
く
際
に
給
与
支
払

報
告
書
の
総
括
表
等
に
「
特
別

徴
収
」
す
る
旨
を
記
載
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
次
年
度
か
ら

特
別
徴
収
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

京
都
府
で
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

の
一
斉
指
定
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
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入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

10/21 与謝野町立岩滝小学校便所改修建築工事 岩滝 ２者 安田建設㈱ 38,300 34,411 36,300 94.7 H28/10/27 ～
H29/3/31

10/21 与謝野町立岩滝小学校便所改修機械設備工事 岩滝 ２者 ㈱山田電気商会 24,710 22,239 23,300 94.2 H28/10/27 ～
H29/3/31

10/21 与謝野町立岩滝小学校便所改修電気設備工事 岩滝 ４者 ㈱丸正組 6,430 5,742 5,973 92.8 H28/10/27 ～
H29/3/31

10/21 与謝野町立岩滝小学校便所改修工事
監理業務委託 岩滝 ３者 菅設計工務

1 級建築士事務所 1,330 － 1,220 91.7 H28/10/27 ～
H29/3/31

問 　総務課 ☎ 43-901010 月入札結果
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お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 28 年 10 月末現在

まちのうごき

人　口 22,673 人（ー 31）

　男　 10,788 人（ー 10）

　女　 11,885 人（ー 21）

世帯数 9,111 戸（－14）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、10 月 16 日から 11 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工観光課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

訂正とお詫び

『広報よさの 11 月号』
（№ 129）において内
容に誤りがありました。
区間賞 3 区記録者の表
記に漏れがありました。
以下のとおり訂正して
お詫びいたします。
■ P26
第 9 回与謝野町駅伝競
走大会　区間賞
3区　角野　直輝（与謝A）

問　企画財政課 ☎ 43-9015

地域おこし協力隊通信⑯
よさの移住コンシェルジュ 中村幸資隊員

こ
ん
に
ち
は
。
与
謝
野
町
移

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
中
村
で

す
。今

回
は
私
の
、
着
任
し
て
か

ら
の
２
ヵ
月
半
ほ
ど
の
仕
事
内

容
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
与
謝

野
町
に
移
住
者
を
増
や
し
人
口

増
加
に
寄
与
し
、
町
の
活
性
化

を
促
す
た
め
日
々
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
模
範
解
答
の

な
い
業
務
の
中
、
四
苦
八
苦
し

て
い
る
状
況
で
す
が
、
今
、
新

し
く
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に

「
よ
さ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ

ト
ラ
イ
ア
ル
」
と
い
う
試
み
が

あ
り
ま
す
。

よ
さ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ

ト
ラ
イ
ア
ル
と
は
、
移
住
希
望

者
が
与
謝
野
町
に
短
期
滞
在

し
、
与
謝
野
町
で
の
仕
事
と
暮

ら
し
の
両
方
を
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
移
住
・
定
住
の
際
の

イ
メ
ー
ジ
作
り
を
感
じ
て
も
ら

お
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
今

回
は
農
業
編
と
し
て
、
あ
っ
ぷ

る
ふ
ぁ
ー
む
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。
私
も
、

大
阪
か
ら
来
ら
れ
た
30
代
の
男

性
と
共
に
10
月
４
日
（
火
）
か

ら
10
月
16
日
（
日
）
の
約
２

週
間
、
あ
っ
ぷ
る
ふ
ぁ
ー
む
さ

ん
で
「
営
む
暮
ら
し
」
を
参
加

者
目
線
で
体
験
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
男
性
は
田
舎
暮
ら
し
に

憧
れ
て
お
り
、
将
来
田
舎
に
移

住
し
て
農
業
を
生
業
に
し
、
の

ん
び
り
子
育
て
に
励
み
た
い
と

い
う
想
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
農
業
体

験
が
始
ま
る
と
、
な
か
な
か
大

変
な
作
業
で
体
験
初
日
か
ら
農

業
の
厳
し
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
私
自
身
も
参
加
者
の

一
人
と
し
て
体
験
す
る
こ
と
で
、

農
業
の
厳
し
さ
や
難
し
さ
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
た

だ
、
私
は
農
業
の
一
連
の
流
れ

を
知
る
こ
と
で
、
種
を
植
え
て

実
が
な
る
事
に
非
常
に
大
き
な

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
例
え

ば
、
初
日
に
見
た
小
さ
な
ナ
ス

が
２
日
後
に
は
大
き
く
成
長
し

て
い
る
光
景
に
自
然
の
摂
理
を

実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
日

に
は
、
参
加
者
の
方
と
車
の
中

で
熱
く
語
る
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
の
方
も
色
々
な
想

い
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

で
、
田
舎
や
移
住
に
興
味
・
関

心
が
あ
る
ご
様
子
で
し
た
。
私

の
仕
事
に
直
結
す
る
部
分
で
も

あ
り
、
今
後
の
地
方
の
未
来
に

関
し
て
意
見
交
換
し
語
り
合
え

た
こ
と
は
、
お
互
い
に
と
っ
て

凄
く
意
味
が
あ
り
有
意
義
な
ひ

と
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
２
ヵ
月
半
を
通
し
て
一

人
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
こ

と
も
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
移

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
活

躍
す
る
た
め
に
は
、
私
が
与
謝

野
町
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、
地
域

の
魅
力
や
面
白
い
人
を
紹
介
で

き
る
よ
う
町
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
自
分
で
直
接
足
を

動
か
し
て
、
町
の
良
さ
を
見
つ

け
、
地
域
の
キ
ー
マ
ン
に
お
話

を
伺
い
し
、
与
謝
野
の
「
人
」

の
良
さ
を
よ
り
一
層
感
じ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
も
皆
様
に
お
力
を

お
借
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
是
非
応

援
、
サ
ポ
ー
ト
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
自
身
も
さ
ら
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
与
謝
野
町
の

た
め
に
な
る
行
動
を
考
え
な
が

ら
、
再
度
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
の
役
割
を
見
極
め
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
、

寒
さ
が
よ
り
一
層
厳
し
く
な
り

ま
す
が
、
そ
の
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
す
熱
さ
で
頑
張
り
ま
す
！

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
発
展
を
目
的
に
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
自
治
宝
く
じ
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
金
を
受
け
、
香
河

区
に
祭
事
用
備
品
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
用
品
な
ど
の
公

民
館
備
品
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。宝

く
じ
助
成
事
業
は
、
み

な
さ
ん
が
購
入
さ
れ
た
宝
く

じ
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

宝くじの助成金で整備しました
企画財政課 ☎ 43-9015問

グラウンドゴルフ用品 

獅
子
頭
・
獅
子
舞
油
単
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町営住宅入居者の募集　
　　建設課　☎ 43-9014

■募集案内書（申込書）配布期間・配布場所
　平成 29 年１月 10 日（火）～１月 27 日（金）
　午前８時半～午後５時15分　　役場各庁舎
■受付期間・受付場所
　平成 29 年１月 16 日（月）～１月 27（金）
　午前９時～午後５時15分（土・日曜日を除く）　岩滝本庁舎（建設課）
■入居予定
　平成 29 年３月下旬予定
■募集する住宅
　▼公営住宅

　▼特定公共賃貸住宅
　特定優良賃貸住宅の供給の促進に関する法律に基づき、中堅所得者の方に良好な賃貸住宅を供給するために建設した住宅

※収入の状況に応じて家賃を減額（最高63,000円減額）する制度があります。詳しくは建設課までお問い合わせください。

団地名 所在地 戸数 部屋号数 家賃月額 間取り 単身

下山田 下山田 1 302 号 108,000 6､6､6､6､LDK 不可

団地名 所在地 戸数 部屋号数 家賃月額 間取り 単身

池田 金屋 1 1 号 21,300円～ 6､6､6､LDK 不可

天神山 岩滝
1 2-104 号 22,800円～ 6 半 ､6､4 半 ､DK 不可
1 2-303 号 18,600円～ 6､4 半 ､DK 不可

男山第 1 男山 1 104 号 23,100円～ 6､6､4 半 ､DK 不可
男山第 2 男山 1 1-2 号 22,100円～ 6､6､6､DK 不可

問



お知らせ版 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

企
画
財
政
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
５

「
ど
こ
で
も
町
長
室
」
の
開
催

住
民
の
方
と
意
見
交
換
等
交
流
の
場

と
し
、
町
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

日
時　
12
月
27
日(
火)
正
午
～
午
後

１
時
半

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

テ
ー
マ　
町
政
全
般
に
つ
い
て

内
容　
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
で

き
た
ん
の
な
い
意
見
を
伺
い
ま
す 

※

要
望
や
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

対
象　
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る

方
で
構
成
さ
れ
た
団
体
・
個
人
※
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
先
着
順

参
加
費　
無
料 

※
弁
当
持
参

申　
12
月
22
日(

木)

午
後
５
時
ま
で
に

企
画
財
政
課
へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で 

kikakuzaisei@
tow

n.yosano.lg.jp

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
　
℡
４
３
・
９
０
２
８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
等
の

停
止
に
つ
い
て

有
線
テ
レ
ビ
伝
送
路
設
備
の
定
期
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
地
域
ご
と
に
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
利
用
が
断
続
的
に
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

加
入
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
加
悦
地
域

日
時　
12
月
13
日
（
火
）
午
前
２
時
～

６
時

■
岩
滝
地
域

日
時　
12
月
14
日
（
水
）
午
前
２
時
～

６
時

■
野
田
川
地
域

日
時　
12
月
15
日
（
木
）
午
前
１
時
～

６
時

※
電
波
の
復
旧
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
ル
ー
タ
ー

の
電
源
を
抜
き
、
再
起
動
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
与
謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ
に
関
す
る
こ

と
で
お
困
り
の
方
は
、
24
時
間
３
６
５

日
電
話
対
応
受
付
の
「
与
謝
野
町
有
線

テ
レ
ビ
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
４・
０
０
０
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
１

障
害
者
教
室
「
料
理
教
室
」・「
ち
ぎ
り

絵
教
室
」
の
開
催

障
害
者「
料
理
教
室
」な
ら
び
に「
ち

ぎ
り
絵
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
与
謝

野
町
在
住
の
障
害
の
あ
る
方
、ご
家
族・

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
ら
れ
る
方
で
参
加

ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
19
日
（
木
）　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
半

場
所　
元
気
館

内
容 

■
料
理
教
室
「
ば
ら
寿
司
、
茶
碗
蒸
し
、

炊
き
合
わ
せ
」（
10
時
～
）

　
▼
講
師　
井
筒
屋　
鈴
木
孝
昌
氏

　
▼
食
事
・
交
流
会　
（
12
時
～
１
時
）

■
ち
ぎ
り
絵
教
室　
（
１
時
～
２
時
半
）

　
▼
講
師　
吉
田
志
津
枝
氏

参
加
費　
２
０
０
円
（
料
理
材
料
代
）

持
ち
物

【
料
理
教
室
】
エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

（
ハ
ン
カ
チ
）、三
角
巾（
髪
を
束
ね
る
も
の
）

【
ち
ぎ
り
絵
教
室
】
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
目
打

ち
（
千
枚
通
し
）、
あ
れ
ば
絵
の
具
用
筆

■
参
加
人
数　
20
名
程
度
（
先
着
順
）

※
な
お
、
参
加
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら
か

一
方
、
ま
た
は
両
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
は
、
料
理
教
室
の
材
料
代
の
み

い
た
だ
き
ま
す
。

申　
12
月
27
日
（
火
）
ま
で
に
福
祉
課

ま
た
は
社
会
教
育
課
へ　
　

保
健
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
２

「
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
運
動
教
室
」
の
開
催

ク
ア
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
、
運
動
す

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
膝
や
腰
の
痛
い
方
、
体
重
が

気
に
な
る
方
、
運
動
を
始
め
た
い
方
、

10
年
先
の
健
康
を
手
に
入
れ
る
た
め
に

優
し
い
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
、

楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程　
平
成
29
年
１
月
23
日
か
ら
毎
週

月
曜
日
（
計
８
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝

参
加
費　
２
０
０
円
（
１
回
）

対
象
者　
与
謝
野
町
在
住
の
40
～
69
歳

の
方

定
員　
10
名

※
参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
町
が

実
施
す
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
で
の
運
動

教
室
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
を

優
先
し
た
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申　
12
月
22
日
（
木
）
ま
で
に
保
健
課
へ

「
脳
ト
レ
教
室
」
の
開
催

参
加
し
て
、
楽
し
く
脳
を
活
性
化
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　
１
月
６
日
か
ら
３
月
24
日　

（
３
ヵ
月
間
、
毎
週
金
曜
日
、
全
11
回
）

時
間　
午
前
９
時
半
～
11
時
半

場
所　
元
気
館

内
容　
認
知
症
予
防
の
た
め
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

対
象
者 

町
民

申　
１
月
４
日
（
水
）
ま
で
に
保
健
課
へ

※
送
迎
や
改
め
て
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ

ん
。
各
自
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
６

地
域
の
伝
統
文
化
保
存
維
持
費
用
助
成

制
度
の
ご
案
内

助
成
対
象　
地
域
の
民
俗
芸
能
継
承
事

業
、
地
域
の
民
俗
技
術
継
承
事
業

「
天
皇
誕
生
日
」
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

12
月
23
日
（
金
）
は
祝
日
の
た
め
、

ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

年
末
の
ご
み
収
集
は
、
今
年
は
12
月
30

日
ま
で
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

12
月
31
日
か
ら
平
成
29
年
１
月
３

日
ま
で
は
、
ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
救
出
を

（
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
）

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
、
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。

こ
の
啓
発
週
間
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し

な
が
ら
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
を
解
決
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
国
民
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
拉

致
問
題
を
は
じ
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
関
心
と
認

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

税
務
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
０

固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、
事
務

所
な
ど
を
営
業
し
、
平
成
29
年
１
月
１

日
に
与
謝
野
町
内
に
事
業
用
の
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
の
償
却
資
産
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
29
年
度
固
定

資
産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
償

却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
前
年
ま
で
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
た
方
が
、
売
却
、
廃
業
な
ど
に

よ
り
全
て
の
資
産
が
無
く
な
っ
た
場
合

も
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
前
年
度
に
申
告
さ
れ
た
方
に
は
12

月
中
に
申
告
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
？

■
構
築
物
…
広
告
用
看
板
、
舗
装
路
面
、

庭
園
、
塀
等
が
該
当
し
ま
す
。
※ 

既

に
家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
て
い
る
も
の

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
機
械
・
装
置
…
織
物
・
理
容
設
備
等

の
業
務
に
関
連
し
て
使
用
す
る
も
の
全
て
、

ま
た
大
型
特
殊
自
動
車
等
が
該
当
し
ま
す
。

■
車
両
・
運
搬
具
…
自
動
車
お
よ
び
荷

車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
ト
ロ
ッ
コ
等

が
該
当
し
ま
す
。
※
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

■
器
具
・
備
品
…
事
務
机
、
椅
子
、
応

接
セ
ッ
ト
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
テ
レ
ビ
、

パ
ソ
コ
ン
、
複
写
機
、
金
庫
、
自
動
販

売
機
等
が
該
当
し
ま
す
。

■
そ
の
他
…
太
陽
光
発
電
設
備
（
発

電
量
10
ｋ
ｗ
未
満
の
住
宅
用
設
備
を
除

く
）
に
つ
い
て
も
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
設
置
さ
れ
た

場
合
に
は
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
間　
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

か
ら
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
提
出
に
際
し
必
要
事
項
の
記
入
漏
れ

が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
課
・
福
祉
課

「
今
月
の
納
期
」
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
（
第
４
期
）、
国
民
健

康
保
険
税
（
第
７
期
）
は
12
月
28
日

（
水
）、
介
護
保
険
料
（
第
７
期
）
は
１

月
４
日
（
水
）
が
納
期
限
で
す
。
12
月

20
日
頃
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
税
お
よ

び
介
護
保
険
料
に
係
る
納
付
書
を
発
送

し
ま
す
。
※
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

助
成
者　
公
共
財
団
法
人　
明
治
安
田

ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団

申　
平
成
29
年
１
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
社
会
教
育
課
に
申
込
書
を
ご
提
出
く

だ
さ
い

問　
☎
０
３・３
３
４
９
６
１
９
４

http://www.meijiyasuda-qol-bunka.or.jp

与
謝
野
町
指
定
文
化
財
「
岩
滝
の
獅
子

神
楽
」
公
開
演
舞
の
ご
案
内

東
町
岩
滝
大
神
楽
保
存
会
に
よ
る
与

謝
野
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
岩
滝

の
獅
子
神
楽
」
が
公
開
演
舞
さ
れ
ま
す
。

日
時　
平
成
29
年
１
月
１
日
（
日
）
午

前
０
時
～
１
時

場
所　
板
列
稲
荷
神
社
の
境
内

住
民
環
境
課
　
℡
４
３
・
９
０
３
０

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
に
係

る
本
人
通
知
制
度
の
お
知
ら
せ

与
謝
野
町
で
は
、
住
民
票
や
戸
籍
の

不
正
取
得
を
防
止
す
る
た
め
、
代
理
人

や
第
三
者
が
証
明
書
を
取
得
し
た
場
合
、

事
前
に
登
録
し
た
方
に
そ
の
交
付
の
事

実
を
お
知
ら
せ
す
る
「
第
三
者
交
付
に

係
る
本
人
通
知
制
度
」
を
設
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
12
月
９
日
発
行
の
広
報

チ
ラ
シ
「
住
民
票
の
写
し
等
の 

”事
前

登
録
型
本
人
通
知
制
度
“
に
登
録
し
ま

せ
ん
か
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
環
境
課
ま
で
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「12 月定例会の日程（予定）」のお知らせ

主な議事 月　日 時　間 場　所

一般質問 12/12（月）・13（火）・14（水） 9：30 ～
加悦庁舎

議場議案審議
12/16（金）・19（月）
20（火）・ 21（水）・22（木）

9：30 ～
※20日のみ13：30～

※１ 教育文化施設＝江山文庫・古墳公園・旧尾藤家住宅（椿文化資料館は冬季休館中）

年末年始における「役場等の業務日程」のお知らせ

業 務 等
12 月 １月

28 日（水） 29 日（木） 30 日（金） 31 日（土） 1 日（日） 2 日（月） 3 日（火） ４日（水） ５日（木）

役場各庁舎 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 〇

国保診療所 ○ 休 休 休 休 休 休 休 〇

ごみ収集 ○ 〇 〇 休 休 休 休 ○ 〇

最終処分場 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 〇

衛生プラント ○ 休 休 休 休 休 休 ○ 〇

阿蘇霊照苑 ○ 〇 〇 〇 休 〇 〇 〇 〇

社会体育施設
（グラウンド等） ○ 休 休 休 休 休 休 〇 〇

社会教育施設
（図書館・公民館等） 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

教育文化施設 ※１ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ ○
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壇
上
に
そ
ろ
っ
た
12
人
の
発
表
者
。
あ
ど

け
な
い
表
情
な
が
ら
も
堂
々
と
お
こ
な
っ

た
発
表
は
来
場
者
の
心
を
う
ち
ま
し
た
。

PHOTO
TOPICS 与謝野町青少年育成会主催による「与謝野町子ども発表会」が 11 月 20 日、

野田川わーくぱるで開催されました。

●与謝野町子ども発表会 ～子どもたちからのメッセージ～

心に響く、それぞれの想い

　町内の小 ･ 中学、加悦谷高校
から 12 人の子どもたちが、壇
上から思いのたけを発表しまし
た。発表は、将来の夢や部活動
についての思い、学校生活や地
域で感じたことなどさまざま。
心を打つ発表に来場者たちは真
剣に聞き入り、そのメッセージ
を受け取っている様子でした。

（発表名、氏名〔敬称略〕、所属）

一
人
一
つ
の
人
生
を

根ね
も
と本 

大た
い
せ
い誠（

石
川
小
６
年
）

書
道
を
通
し
て
得
た
経
験

羽は

が賀 

麻ま

お

り
央
里
（
加
悦
谷
高
３
年
）

 

私
を
変
え
て
く
れ
た
野
球

西に
し
む
ら村 

ま
ど
か
（
桑
飼
小
６
年
）

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
は
…

支
え
合
う
こ
と

小こ
い
け池 

一い
さ
き咲

（
山
田
小
６
年
）

自
分
の
楽
し
め
る
こ
と

「
よ
さ
こ
い
」

佐さ

の野 

颯そ
う
え
い栄（

与
謝
小
６
年
）

私
の
夢

浪な
み
え江 

香か
の
ん暖

（
市
場
小
６
年
）

挑
戦
し
て
得
た
も
の

荻お
ぎ
の野 

彩あ
や
か花

（
岩
滝
小
６
年
）

変
わ
り
続
け
る
自
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永な
が
や
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遼り
ょ
う（

三
河
内
小
６
年
）

私
の
気
持
ち

下し
も
む
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陶と
う
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（
加
悦
小
６
年
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私
と
セ
ミ
に
残
さ
れ
た
時
間

前ま
え
だ田 

陽ひ
な
た菜

（
橋
立
中
２
年
）

才
能
と
努
力

谷た
に
ぐ
ち口 

晴は
る
の
ぶ信（

加
悦
中
３
年
）

サ
ッ
カ
ー
へ
感
謝

山や
ま
も
と本 

嵐ら
ん
ま
る丸（

江
陽
中
３
年
）


